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はじめに

与えられた 平行移動 に対して 　を満たす を求めると の

ときの完全数を代表に興味ある計算例が数多く出る

しかしここで得られた計算例は数学的に証明をすることが非常に難しい

最近高校生の梶田光さんは ダブルオイラー関数 を用いた数論研究の

研究を始め 驚くほど面白い研究成果をあげている

ダブルオイラー関数ではないが関数 をはじめて取り上げたのはインド

の数学者 この関数を用いてによって 超完全数を定義し偶数の

場合は べきになり 実際にそれが完全数の因子になることを示した

したがって研究の流れとしてダブル 関数 を用いて数論の研究を試みてもよいだ

ろう

定数 を定めて 平行移動 に対して を 満たす を 係数

平行移動 のダブルシグマ完全数ということにした

を完全数のパートナという

の場合計算例をあげる



表 ダブルシグマ完全数

素因数分解　 素因数分解　

が偶数の時 べきで はメルセンヌ素数 の定理

表 ダブルシグマ完全数

素因数分解　 素因数分解　

例

なら

そこで を 満たす解は 偶数なら はメルセンヌ素数

これは予想である



の解を計算し興味ある解を探すことにした その結果

すなわち の場合は解が簡単で美しいことがわかった

ここで によってここで 完全数 が出ている

表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

ここで解 素数とする

上の表を参考にして 素数 と仮定する も仮定する

を満たす

はスーパー双子素数である

の解は を満たす スーパー双子素数から出来ているという

事実に圧倒される

これを証明する

となる

によって

になる

を満たすとき が解になる

に対応する解 が解になるがこれら は擬素数なので何とか

救えると思う

本当のところ の解を理論的に求めたい

難しいのでいくつかの仮定をおく

は素数 と仮定する

になる は偶数なので と書ける

は

を仮定すると



を仮定する は で割れないとすると

によって

は素数

は がスーパー双子素数

しかし 以外の は

このとき という素数解になる

これは次の場合は全く成り立たない



計算の結果次の例があった

表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

素数解 があるとき がパートナ

上の表を見て と素数 で書いてみる

となる

これ以外の解は だけらしい それぞれパートナは

に対応する解があるか これが問題である



究極の課題

を完全数として とおく

の解を構成する

は素数として と完全数 を用いて書ける素数 が

あるとする

ここで 互いに素と仮定する

完全数 に対して が素数になる素数 があれば が

の解になる これらの解を通常解とする

これ以外の解は極めて少ないが 擬素数解にあたるもの以外に何があるか

完全数は の解であるが の解がスーパー双子素数で

得られるのはいかにも美しい結果である

しかし数学的な証明をつけることはいかにも難しそうである

これらの結果を得たのは 年の米国大統領選挙の開票結果が逐一放送される最中で

あった

私は選挙の結果に比べて私のえた完全数の結果は比類なき成果であると思った そこで

を完全数とするとき の解を完全数 と呼ぶことにした

実は古典的完全数でも類似の結果がある

の解には と素なる素数 との積がある

の解は 素数で が素数になる素数

が通常解になる

私は定年後若い方々とはじめた完全数研究のたどり着いた最高の到達点と言えるのはな

いか

と高揚感丸出しの文章を書いたところで既存研究との関連を調べねばいけないと思い イ

ンターネットの整数列大辞典 で のときの数列

を検索すると にこの数列がでているということがわかった

を満たす素数列があった



第 完全数 について解をパソコンで求めた

表 の解

素因数分解　 素因数分解　

素因数分解

は双子素数

表 の解

素因数分解　 素因数分解　

素因数分解

は双子素数


